
豊かな気づきを支援し表現力を高める授業づくり

-　養護学級3組(高学年組)図画工作科「粘土で作ろう」を通して　-

竹林地　　　毅

1.養護学蹄3組図画事作科授業で捉阜る豊かな気づきと表現力
人間にとって感じることと表現することは,感じるから表現し表現するから新たなことに気づく

という相乗的な活動だと考える。それゆえ,感じたことを表現する図画工作の活動は,児童の主体

的,創造的な行為を育てることにつながるであろう。

児童の豊かな気づきを支え表現力を高めていくためには,より豊かなことばを育てるための条件

や視点として従来より捉えてきた3つの事柄についての検討が必要だと考える(竹林地,19886))。

・児童にとって新鮮な経験で驚きのある"場"であるか

・児童の活動を支え,活動をイメージしやすい"物''であるか

・児童にとって親和性がありコミュニケーションの対象となる``人''であるか

また,教師と児童,児童同士の活動場面の観察から,かかわる教師自身の豊かな気づきと児童へ

の共感が,児童の主体的な行動を促すことが明らかになっている(竹林地,19937))。このことから

生活を共にする中で教師と児童相互に共感があると,児童の主体的,創造的表現活動を育てると考

えられる。豊かな気づきとは,児童と教師それぞれの豊かな気づきであり,支えるとは教師と児童

が互いの気づきを支え合うことだといえる。

児童が表現意欲を持ち,より豊かに発想を広げ,表現を楽しみながら表現力を高めていくことは,

前述のすべてが関連していることであり,更に次の事柄についての検討が必要だと考える。

・児童の気づきを意味づけながら,創造的な活動ができるようにする``教師の支援''であるか

以下,図画工作科「粘土で作ろう」の授業を通じて,児童の豊かな気づきを支え表現力を高める

授業となるためにはどの様な支援があるのかを明らかにしたい。

2.授業の実際

(1)児童の実態と課題

表現(気づき・感じる)と粘土に対する興味・関心について,児童の実態と課題を表1に示すよ

うに捉えた。

表1　児童の実態と課題

児 実　　　　　　　　　　 態 課　　　　　　　　　　 題

⑬

自分の体験からイメージを持ち, 他児や指導者と 自分なりのイメージをより工夫 して形や飾りを粘
の相互関係の中で表現しようとする。粘土で形あ

るものをっくることが楽しんでできる。
(実態表7 - 8の段階から9 - 10になりつつある)

土で作り, 相互関係の中で表現するようになる。

⑭

自分の体験からイメージを大まかに持て, 大人に 粘土をっかって他児や大人との相互関係の中で,
向かって表現 しようとする。粘土の感触を楽 しみ, 作品の作り方を模倣 したりして工夫して作るよう
大まかな形を楽しんでつくれる。

(実態表5 - 6の段階から7 - 8になりつつある)
になる。

⑮

食べ物や生活で使っている物のイメージが持て 日頃あまり経験 しない粘土に興味を持って, 感触
る。さらさらとした砂を好み, 空缶を使って働き を楽しんだり道具を使って形を変えようとするよ
かける。粘土はあまり好まない。
(実態表2 - 3の段階から4- 5になりつつある)

うになる。
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(2)指導目標

・土粘土の感触を楽しむことができるようになる。

・粘土をちぎる,のばすなどの基礎的操作ができるようにする。

・自分のイメージを持ち,粘土あそびができるようになる。

(3)指導内容と計画

第一次(2) 第二次(4)

10時間

第三次(4)

・一・　、二

それぞれの生活経験,教材・教具,題材の設定を表2のようにした。

表2　教材・教具と題材の設定

粘 土 あ そ　び 食 べ 物 作　 り 思いだ して作ろう

生 砂 場遊 びや過去 の粘土 を 国語科題材 「パーティーを 総合学習 「クリスマス会」で発表 した劇 「て

活 使 った活動 しよう」の調理活動や レス ぶ くろをかいに」
経
験

トランごっこ 毎週金曜日の生活科の時間に設定 しているう

さぎ小屋の世話

教 大型の粘土板 大型の粘土板 大型 ・小型粘土板

材 土粘土 (軟 ) 土粘土 (乾燥 ・軟 ・硬) 土粘土 (軟)
教 大型のアク リル板 スロープ, 粘土べら, 皿 ビデオ映像, 紙芝居, 写真, うさぎ, 白菜
具 水 メニ ュー, 砂 , ビー玉

活

動

粘土を袋か ら出 して大 きな 絵 本 や レス トラ ンの メ クリスマス会の劇で した ことを思いだ して粘
塊のままこねる, 水を混ぜ ニューを見て食べ物をつ く 土で自分の役の動物をつ くる。

てこねる。 る。 うさぎを教室に連れて きて, 餌 を与えた り

手足や体に擦 りつけたりア で きた ものでパ ーテ ィー 触ったりして遊んだあとで うさぎを粘土でつ
クリル板 に広 げて絵を描

く。

ごっこをする。 くる。

(4)児童の活動と作品の変化

児童の活動の様子と作品の変化を表3に示す。

(5)1時間の授業例と分析・考察(本時　第二次　第1時)

①　本時の目標

パーティーの食べ物や飲物を工夫して粘土でつくることができる。

目標行動

目　　　 標　　　 行　　　 動 児童

寒
つ
く

乾燥 した粘土や柔らかい粘土の感触を求め触り続ける ⑮

写真や指導者のことばから食べ物のイメージを持つ ⑬ ⑱

表

現

缶などの道具を使って粘土をひっかいたりする ⑮

教師示範や他児の表現をまねて食べ物を工夫してつくる ⑬ ⑭

②　準備　　作業第(1),粘土板(2),粘土べら(3種類程度),大皿,粘土(乾燥,軟,硬)

メニュー,空缶,スロープ(自作)
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③　学習の展開

学　 習　 活　 動 予 想 さ れ る 活 動 指 導 者 の 支 援 活 動

1　 は じめの挨拶 をす

2 ・視覚的な手がかりがあると様々

「 ・学習態勢作 りと して毎時間位置づけ

る。

2　 日分の作 りたい物を

る。児⑮が号令を言 うように側で一緒

に言 って促す。

2 ・発言を促すために, レス トラ ンの メ

発表 しあ う。

3　 食べ物を作 る。

4　 終 りの挨拶をする。

(後片付けをする)

な食べ物 を発言す るであろ う ニューを提示する。

(児⑬, ⑭)。 ・児⑬の発言を促すために, 好きな果物

・児⑮の好きな食べ物を発言す る や氷の写真 も提示 し, 児⑬, ⑭にも尋

であろ う (児⑬, ⑭)。 ねて発言を促す。

3 ・意欲的に形や作り方を工夫 して 3 ・形 や大 きさを工夫す る手がか りと し

作 るであろう (児⑬)。 て, 皿や箸や串を提示する。

・イメージはあるが形にする時に ・児⑬や⑭の作品をその都度賞賛 し互い

モデルが必要であろう(児⑭)。 に見合い, 作 ることを促す。

・柔 らかい粘土の感触を楽 しむよ ・児⑬には, 乾燥 した粘土板と硬めの粘

り乾燥 した粘土をひっか くこと 土を提示 し触 るように促す。引っか く,

を好むであろう (児⑮)。 スロープへ流 すなどの活動があ った

・イメー ジしていることが指導者 ら, 児⑮の行動を言語化 ししっかり賞

か ら認められると喜びであろう 賛する。

(児⑱, ⑭, ⑮)。 ・児童のイメージをどんどん言語化 し賞

賛する。

・児⑭や⑬が形を作るとき, 粘土の操作
のモデルが必要だと感 じたら, モデル

を見せ, 作 るように促す。

4 ・始 まりと同様 に毎時間位置づける。号
令 は児⑬がする。

・後片付 けをす る時間が残 ってい る時
は, 粘土を集め塊にするようモデルを

示 し活動を促す。

④　本時の分析と考察

本時における児童相互,指導者と児童間のかかわりとずれについて表4に示す。

豊かな気づきを支える教師の支援活動のあり方については,表4の教師の支援活動と児童とのず

れから次のようにまとめることができる。(表4の中のア ンダーラインは以下の項目ア),イ)と対応)

ア)気づきを支えイメージを広げ深める手だて

教師自身が粘土や食べ物の固定的なイメージを持ち,児童の食べ物のイメージがひろがったり深

まるような言葉かけが不足してしまった。表4中に述べたように,レストランごっこを生かす設定

にすることや具体的なイメージが確かになるような言葉かけが支援の手だてとして必要である。

イ)活動を共に楽しみ感じたことを受けとめる教師の感性

表現活動を共に楽しもうという気持ちが不足していて,その結果児童相互のかかわりをふやす手

だてを予測していなかった。また,児童がどんなことを感じているであろうかと思いながら接する

ことや児童相互がかかわりやすい活動場所の工夫が支援の手だてとして必要である。

3.総　括
粘土はその可塑性と可逆性から表現への興味を十分に満たし,手の感触を通して表現することを

楽しめる素材である。また,その適度な粘着性は粘土に触ること自体が子どもたちにとって目的と

なりやすい(成田,19911))。児⑭と児⑭は柔らかな粘土の感触を楽しみ第一次の『粘土になろう』,

『ひっかき遊び』の授業後に「ああ-面白かった,明日もしよう!」と感想を述べており,筆者自

身も活動したことが面白かったと感じた。児⑮は柔らかな粘土より固まった粘土をこすって,パラ
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鞠
.、.
。.
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

′3
㍍
霊
:三ノる
こ'葱
.　
　　
　　
　　
　　
　

賢昔
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
り
楽
し
む
。
フ
イ
/
レ
ム
の
ケ
見
立
て
て
い
た
が
,
満
勤
に
飽
き
る
と
か
た
ま
り
を
押

`
′̀、
瞥
こjこ、

一
.ス
の
垂
で
型
ど
っ
た
「
目
玉
規
」
を
先
見
し
て
必

ず
作
っ
て
い
た
。
粘
土
′
く
ら
を
包
丁
l規
立
て
て
切

る
活
動
は
児
㊥
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

し
つ
ぶ
す
感
触
を
楽
し
ん
で
.い
た
。
皿
や
ト
ッ
ピ
ン
グ

の
言
葉
力
叫
ナ
を
す
る
こ
と
で
,
「
○
○
ラ
ン
チ
」
の
イ

・、こ̀
畢
こ、ここ.

メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
し
て
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。　
　　
　　

'感
拉
麗
:;豊
ハや
だ髭
…こ!
嘩
禦
葦
…̀こ
　　
　

..,総
軍

思 い だ し て
工

作 つ

撫̀
.ヽ

rl̀
、　
　　
　　
-

。諭
華
繋
ご
酷
∴
こい
、　
　　
　　
　　

∴
至
曳
慈
恵

止̀̀
畢
溌
単
一▼ノ
も
ニ・
♪∴
…・こ
　　
　　
　　
　　
　　
　

・・▼
そ・
ここ・・
　
_ト
ン.′

.遥
駆
璧
忘
遠

.罰
流

'瓶
　　
　　
　　

、̀菱
覧

.よ
　　
　
・や瀬
、'・
1歳
. 建　
　　
　　
一戯
・

′ノー
　ヽ'

'く謎
.

理̀
沼

・、・
慧
葦
軍
票
調
達
措
辞
等
詳
∴
▼̀

・プ
　　
　　
ノ・'̀
ここ

誘
導
.、テ
ニ'、
霞甥

賢
∴こ
　年
一二ここ′
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

琵
-

・こ,諾
聖̀
て'
・、‥~
∴
ふ
よ
∴
潔
㍉
・く
▼弓、ニ
ラ、
　　
　　
　

窯
葦
莞
払
薫

・▼ミ器
甜

華
拶
準
転
、っ
誓
芸

、,嘉
姦
琵
喜一

帽
子
屋
さ
ん
の
顔
は
自
分
で
作
っ
た
。
身
体
の
部
分
劇
の
人
物
を
作
る
こ
と
よ
り
食
べ
物
を
作
り
た
く
て
教
轍
定
・こ
諜
二
、　
　　

,豊
滞
蕪
撃

は
そ
の
都
度
言
葉
を
か
Iナ
て
作
る
よ
う
に
促
し
た
。

顔
以
外
は
楽
し
ん
で
作
っ
て
は
い
な
い
。

師
と
→
緒
に
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
「
ビ
→
レ
」
を
作
る
。
番
卒
筆
者
`'
ニ　
　

rf
'　
　　
　

製
綿

覧撃
整
≡…異
義
霹
摺
、、
・̀・▼̀
筆戦
諾
3.
誓
姦
琵
琶
幾
火̀
'音
義
竃
.'e

_.ム
_　
-
._、
-
iよ
追
退
塾
が

・、
幣
鵜
、・
　

,。暫

く̀lb
'lx
・
汁裏
、小
、・計
…

腰
、
'̀亙
言
‥:

浪
憲
欝

.琵
琶
蔑　
　

.路
こ′

静'
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
て詳
・畏
　　
　
_持
て・・"
,、
もこ
・こ、'・
、

,こ1
号琴
串
竃▼
こ▼
き　
・㌣
㌣
瓔

黒
澤
喝
λ
-.
糊
.
泡
盛
療
遥̀
滞
.
..
　

芸

ミ尊
:▼讐
ぎ詣
・蔚
▼陛
・▼
迫

再
転
'應
護
憲
こ轟
…ここ三

';:・
∴
繁
票
≡:
・、ニ・シ
　　

・:慧
憶　
え'
、ト
、…̀
華こ
車.1
　　
　

e-・
▼

議
運
澗
.　
　　
　　
　

_声
等・

監
塑
'　
4-馳
油　
　　

去
黒
雲
篭
'
"く
'.

'詳
腎
…ヱ

瑠
酢
清
潔
、・
ここ・こぢ
‥、

・.ン

粘
土
で
絵
を
描
く
よ
う
に
楕
成
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
鬼
に
し
っ
か
り
触
っ
て
い
る
最
中
に
粘
土
で
作
ろ
う
と
児
⑱
や
児
(劉
こ
ち
ぎ
っ
た
粘
土
を
渡
し
た
り
も
ら
っ
丈
:

て
き
た
よ
う
で
,
顔
以
夕
恥
身
体
の
部
分
を
作
り
始
言
い
始
め
る
。
塊
を
押
し
つ
ぶ
し
て
顔
を
作
る
よ
う
に
塊
を
ち
ぎ
っ
た
り
し
て
胡
㌍
)
形
を
変
え
て
い
く
こ
と
を

め
宍
:
。
兎
の
目
と
口
を
よ
く
み
て
い
宍
:の
で
・顔
が
強
促
し
た
。
顔
の
部
分
に
つ
い
て
は
作
り
方
を
示
範
し
た
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
塊
か
ら
掻
き
取
っ
た
も
の
を

調
さ
れ
た
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。

が
足
の
部
分
は
自
分
で
作
っ
て
付
け
加
え
た
。　
　　
　

教
師
の
言
葉
か
け
で
転
が
す
こ
と
も
楽
し
ん
だ
。

ー ー 雷 ー



表
4　
児
童
相
互
,指
導
者
と
児
童
問
(縦
軸
→
横
軸
)の
か
か
わ
り
と
ず
れ
(宝
器
は
ず
れ
を
示
す
)

- - ↓ 0 -

脚
紗

児
喝
)

児
⑯

'1
1

児 ⑳
※

・
児
③
が
「
ぎ
ょ
う
ざ
」
と
言
っ
て
皿
に

置
く
の
を
ち
ら
り
と
見
る
。

・
「へ
び
-
へ
び
」
と
言
っ
て
児
⑧
の
作

っ
た
器
の
中
に
ス
れ
る
。

・
児
③
に
応
え
て
「
グ
ラ
タ
ン
」
と
言
い

に
や
り
と
笑
う
。

・
自
分
の
皿
に
置
い
た
児
⑱
に
「
こ
れ
は

僕
の
よ
」
と
言
う
。

誉
児
廟
が
才
芸
謹
喪
蜜
風
塵
橿
ほ
類
窓
口
;;!

「砂
糖
を
も
ら
お
う
」
と
よ
う
な
促
し

が
あ
れ
ば
,
か
か
わ
り
の
広
が
り
が
期

待
で
.き
た
。
ま
た
.
児
⑱
の
持
っ
て
い

る
粘
土
の
質
に
注
目
さ
せ
る
よ
う
な
問

い
か
け
が
あ
れ
ば
,
表
現
の
備
付
な
高

ま
り
が
聯
待
で
き
た
。
l

・
満
勤
場
所
の
配
置
ノ＼
の
配
慮

・
カ
功
、わ
り
が
生
上
る
よ
う
な

.
「
せ
る
。先
生
!
＼
そ
」
と
言
っ
て
粘
土
を
見

ニ'.
H
b
印 書

説
秘
事
紀
は
㌫
敲
費
諌
言

抱
た
;

密
叡
覿
細
工

鎖
密

朗
競
鮭

ニ耳
ン
隼

・
ニミニ
蜂こ
こ…:
:i

整
調
m
事
由

・!:
こ!;
・;i
∋
i

薗
`

‥e
こ̀こ
壷 彿
`

轟
牽
ず

.・帥

∴
T̀
僕
は
ラ
ー
メ
ン
」
と
言
う
'.ど
児
修
は

「
ぼ
く
は
ギ
ョ
ー
ザ
」
と
答
え
る
。

・
「
こ
れ
j
ま
あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
で
す
」
と
言

う
の
を
開
い
て
,
ビ
ザ
を
作
っ
て
い
式
:が

「
あ
ん
」
と
言
っ
て
平
ら
な
粘
土
の
上
に

促
し

圭
患
者
組
…!!

・
T
と
児
卸
)や
り
と
り
を
開
い
て
い

た
の
で
「
3
万
円
の
だ
ん
ご
」
と
答
え

邁
;::
i
‥!
!
‥.
…
・i:
・

叡
随
損
益
F

粘
土
を
置
い
て
い
く
。

る
。

・
児
③
が
作
っ
た
も
の
を
落
と
す
と
「洗
・
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
を
粘
土
の
押
し
付

;汚
日
動
出
暴
言
戻
撫
で
藩
た
芥
か

っ
て
i先
っ
て
」
と
言
う
。

け
て
,
で
き
た
も
の
を
「め
,
め
」
と

言
っ
て
見
せ
る
。

誉
児
鵬
彊
露
草
整
才
鴇
あ
轟
議
は
患
十

守
害
す
言

這
抱
は
河
瀬
圭
と
闇
が
軌
で
丁
薗

古
書
等
塘
摺
巌
言

児

・
児
(砂
と
T
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
い

て
「
K
君
は
ピ
ー
/脚
好
き
じ
ゃ
ね
」

※

レ
ス
ト
ラ
ン
ご
っ
こ
の
お
客
と
し
て
・
T
の
作
り
か
け
た
粘
土
の
コ
ッ
フ
1
こ

粘
土
の
ひ
も
を
の
せ
る
。
「
ぐ
っ
と
一

と
言
う
。

T
と
児
⑧
が
な
っ
て
i主
文
を
す
る
よ
杯
」
と
促
さ
れ
て
,
そ
れ
を
持
っ
て
飲

・
児
⑳
に
作
っ
て
い
る
も
の
を
「な
に

う
な
促
し
が
あ
る
と
か
か
わ
り
が
広
む
ま
ね
を
す
る
。

」
と
尋
ね
る
と
「
グ
ラ
タ
ン
」
と
い
う

が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
持
っ
て
き
た
・
「サ
ー
モ
ン
ス
テ
ー
キ
一
二
r
」
と
言

返
事
力
切
、え
っ
て
く
る
。

時
に
児
(砂
の
使
っ
て
い
る
粘
土
の
質
あ
れ
る
と
「少
々
お
待
下
さ
い
」
と
言

・
児
⑳
が
「僕
は
ラ
ー
メ
ン
」
と
言
う

に
気
づ
カ
せ
る
よ
う
な
同
い
カ
ヰ
ナ
や
っ
て
,
粘
土
で
平
ら
な
円
を
作
る
。

⑱
の
に
応
え
て
「ぼ
く
は
ギ
ョ
ー
ザ
」
と

触
る
:活
動
の
促
し
が
あ
る
と
表
現
の

者
に
メ
ニ
ュ
ーー
を
持
っ
て
周
り

言
う
。

レ
ス
ト
ラ
ン
ご
っ
こ
で
の
役
割
[を

高
ま
り
が
期
待
で
.き
た
。

1

・
活
動
場
所
の
配
置
～
り
配
慮

・
か
か
わ
り
が
生
t
る
よ
う
な

始
め
る
(
レ
ス
ト
ラ
ン
ご
っ
こ
に
な
っ

て
い
く
)
。

・
損
示
さ
れ
た
へ
ら
で
粘
土
を
取
っ
て

「
こ
れ
焼
鳥
な
ん
よ
」
と
言
う
。
串
を

つ　
　　
　
え　
　
,
し　
　
の

、
、　
の
広
が
り
葡　
　　
-

こ
。　
の　
で
'　
　　
　　
　
こ

け
い
カ　
　　
　
ヤ
ン
ス

促
し　
　　
　　
　　
　　

.
1題
示
さ
れ
る
と
串
に
さ
す
。

・
フ
イ
ブ
レ
ム
ケ
ー
ス
を
提
示
さ
れ
る
と

「
中
に
入
れ
よ
う
」
と
言
っ
て
粘
土
を

ケ
ー
ス
の
中
に
入
れ
る
。

・・
丸
い
塊
を
作
っ
て
へ
ら
に
刺
し
て
持

っ
て
い
き
「
カ
ッ
フ
○力
まな
い
ん
で
す
け

・
.
「
K
君
は
ド
ー
ナ
ツ
を
作
る
ん
だ
っ

て
」
と
言
わ
れ
る
と
ド
ー
ナ
ツ
の
作
り

方
を
言
い
始
め
る
。

,　
　
の
同

●　
こ
。
ア
,



1
圭
や
融
封
頭
数
鮭
を
切
無
賃
Ⅴ
㍗
㌦
㌍
須
澤　
よ
ろ
し
い
で
す
か
」
と
き
く
。

・
レ
ス
ト
ラ
ン
ご
っ
こ
を
j舌
カ
サ

・
見
立
て
を
促
す
問
い
か
け

・…
「何
で
食
べ
る
ん
や
す
か
」
と
聞
か

れ
て
へ
ら
を
持
っ
て
行
く
。

児

児
⑩
が
見
せ
に
来
た
噺
号
,
児
⑩

T
と
一一
一1
緒
に
児
⑯
へ
j主
二丈
を
呼
び
か

※

・
座
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
落
ち
か

け
て
(下
に
座
ろ
う
と
し
て
)
,
T
を

ー　
じ　
　　
　　
　　
　

つ
て
い

,　
し　
の
'

見
る
と
「い
い
よ
,
A
ち
ゃ
ん
,
ど
う

こ　
つ　
　　
　　
　
ヤ
ン
ス　
ー

っ
た
。
J
L　
　
　ヽ
の　
　
、

ヤ
ン
ス　
　　
っ
こ
。　
ア
,

・
支
援
の
手
だ
て
の
予
測

ぞ
」
と
言
わ
れ
る
。

・
「
こ
ろ
こ
ろ
」
と
言
っ
て
缶
を
差
し

⑩
,　
　　
　　
　　
　　
　　

ン
:　
の

　ヽ　
ナ　
　　
　ヽヽ _
　　
　ノ
じヽ
　　
　　
　　
　　
○

・
支
援
の
手
だ
て
の
予
i則

出
し
て
缶
に
か
け
ら
を
入
れ
て
も
ら
い

ス
ロ
ー
フ
で
こ
ろ
が
す
。

・
ス
ロ
ー
フ
○で
.こ
ろ
が
し
た
あ
と
,
T

(Y
)
や
T
(
K
)
に
タ
ッ
チ
す
る
。

・
下
に
座
っ
て
い
い
か
と
目
で
聞
く
。

T

ス
テ
ー
キ
や
グ
ラ
タ
ン
を
ギ
ョ
ー
ザ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
品
物
の
種
類
や
食
器
(皿
硬
い
粘
土
の
破
片
や
砂
を
缶
に
入
れ
て

※

ー
/　
　
メ
一
〇
/
で　
　
て
い　
。
=
ト
ッ
フ　
　
こ
つ
い　
の
言　
　
　ヽ　
ノヽ
音
を
楽
し
ん
だ
り
,
ス
ロ
ー
フ
○に
流
し

ア
カ　
っ
こ
。

て
動
き
を
見
て
楽
し
ん
だ
り
,
足
に
擦

・
前
時
の
様
子
か
ら
,
食
べ
物
の
イ
メ

1
り
つ
け
て
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
予

ー
ジ
を
ど
ん
ど
ん
完
成
品
と
し
て
見
せ
・
児
⑱
が
言
っ
て
い
る
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
測
し
て
い
犬
:
。
柔
ら
か
い
枯
土
の
感
触

に
く
る
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
を
確
か
に
す
る
よ
う
な
同
い
カヾ
ナ
が
不
足
や
…違
い
を
感
じ
る
よ
う
な
活
動
を
6
回

・
作
品
の
数
が
多
く
な
る
こ
と
を
促
そ
し
て
い
る
。

促
す
。

う
と
し
て
,
イ
メ
ー
ジ
カ
等
架
ま
る
よ
う
e
x
.
ド
ー
ナ
ツ
に
は
何
が
カ
ヰ
ナ
て
あ
る

1
な
言
動
、け
が
に不
足
し
て
い
る
。

参
観
者
の
動
き
か
ら
席
を
離
れ
て
の
活

の
?
大
き
な
C
X⊃
か
ね
?

り
ん
ご
の
他
に
は
何
が
入
っ
て
い

・
素
材
か
ら
感
じ
ズ
:
こ
と
を
児
⑧
が
表

っ　
　　
た　
こ

月　
こ
l
ど
か
っ
こ
。
、　
　　
こ
こ

セ
ー　
　　
い
こ
。

・
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き

ま
す
か
?

・
レ
ス
ト
ラ
ン
ご
っ
こ
を
共
に
楽
し
も
う

つ
.ひ
◆　
い　
の
こ　
つ
か　
い
っ

の　
　ヽ
。
楽
し
ん
だ
後
に
他
児

て
い
な
い
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
も
,
な
と
い
う
気
持
ち
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
,
児
の
'　
　　
⊃こ
　　
　　
　　

ヤ
ン
'ス

ぜ
動
き
に
く
い
か
,
表
現
通
勤
力
竜活
発
⑳
や
児
⑧
と
の
か
功
、わ
り
を
広
げ
る
こ
と
っ
た
。　
かヽ　
　　
　　
　　
　

カ
に
な
ら
な
い
か
を
み
と
る
こ
と
カ
す
ご
さ

て
い
な
か
っ
た
。

が
で
き
た
。

こ
っ
た
。

- - ロ 　 ー



パラと手足にこすり付けることを好んでいた。『ひっかき遊び』以降は,児⑮用に乾燥させた粘土を

用意した。しかし,『パーティーをしよう』の授業分析の結果,素材としての砂や乾燥した粘土を用

意するだけでなく,児⑮には児⑬や児⑭とかかわりが生まれるような場面設定と教師の支援が必要

だと考えるに至った。以後は,教師も活動を楽しむことと児童相互のかかわりの仲立ちをすること

を大切にして指導にあたった。

生活の中で自分自身に気づき,感じたことを粘土で表現せざるを得なくなるような教師の支援,

言い換えれば,かかわる教師が一人一人とまっすぐ向きあい,内に動くものを受けとめ,共に感じ,

できるならばそれが広がっていくのを支える(竹内,19896))ことができるようになりたいとあら

ためて考えている。

内に動くものを受けとめ,共に感じることは,教師と児童のコミュニケーションのあり方を示す

ことである。コミュニケーションは話し手と聞き手の間で時間を区切るように交互に起こる時系列

的な現象ではなく,2人の体がその変化をわかちあい,動きを共起させる同時的・空間的な現象で

あり,からだは話者の感情・隠れた意図といった文脈的な情報「微候的な」情報を伝える(佐々木,

19876))と考えられる。授業研究によって授業者が気づいていないこと=からだの動き=を批評に

よって気づき,授業を改善していくためには具体的な事実を挙げて批評することが大事である(太

田,19934))と考える。

あらためて教師の支援活動には,豊かな感性が必要とされることとそのために授業研究の必要性

が浮き彫りになった。感性情報処理の研究をすると研究者もきっと感性が豊かになる(辻,19932))

ということばを信じたい。

4.今後の課題

今後は,これまでの実践で待ちれた以下の支援のあり方について,授業研究を通じて検証してい

きたい。

ア.児童の生活体験からイメージを広げ,活動しやすい教材・教具を用意し児童が好む題材を設

定するならば,個々の表現力が育ち自由な表現が育まれるであろう。

ィ.様々な表現活動を繰り返し設定するならば,活動の見通しを持たせ主体的な活動を促すであ

ろう。

ウ.教師が児童に○○を作らせたいと思い込まずに活動し,児童の表現に共感できるならば,児

童の創造的な表現活動を促すであろう。

《参考・引用文献》

1)成田　孝(1991):土粘土を豊富に,障害児の授業研究,No.29,16-17

2)日本学際学会編(1993):感性と情報処理一情報科学の新しい可能性-.共立出版,3-26

3)太田正己(1993):授業設計における授業批評の影響一重度重複障害児の授業を通して-.特

殊教育学研究,30(5),1-9

4)佐々木正人(1987):からだ:認識の原点.東京大学出版会,125-129,150-152

5)竹内敏晴(1989):からだ・演劇・教育.岩波新書,127-133

6)竹林地毅(1988):障害児学級におけることばを育てる児童一伝えもことを楽しめる生活づく

り-.第95回東雲教育研究会要項,3-5

7)竹林地毅(1993):ゴミュニケーションの成立に関する研究一調理活動を中心にして-.広島

大学大学院学校教育研究科修士論文

-172-




